
細胞の特徴 

THP-1 細胞は 1980 年に急性単球性白血病の 1歳患児から確立されたヒ 

ト単球系細胞株である １） ． この細胞株は PMA（ Phorbol 12-Myristate 13-

Acetate） 刺激により単球性からマクロファージ様へと分化 ･ 成熟する点が 

特徴である ２） ． 貪食能を有する ． 

実験での活用 

● 培養について 

培　地 ： RPMI-1640 Medium＋ 10%FBS（ Fetal bovine serum： ウシ胎仔血清 ） ． 

条件・動態 ： 浮遊細胞であるが ， TPA刺激により培養皿に付着する ． ４× 104
～８× 105cells/mLで維持する ． 

注意点 ： エンドトキシンの混入など一般的なマクロファージの注意点 ． 

● 保存の仕方 

５ % DMSO添加増殖培地を用いて凍結保存する ． 

● 入手方法 

ATCC（ 日本総代理店：住商ファーマインターナショナル株式会社 ， ATCC
Number : TIB-202） ， JCRB細胞バンク （ JCRB0112.1） に分譲を依頼する ． 

どのように研究に用いられるか 
貪食をふくめたマクロファージ研究に用いられる ． 

参考文献 
１） Tsuchiya, S. et al. : Int. J. Cancer, 26 : 171-176, 1980

２） Tsuchiya, S. et al. : Cancer Res., 42 : 1530-1536, 1982

⇒ 19章も参照 
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❖ 強拡 大 （ 20 × ） （ 左 ） ， 弱拡 大 
（ 10×） （右） 
〔 （独 ） 医薬基盤研究所 生物資源研究 
部 JCRB 細胞バンクホームページよ 
り転載 〕 

細胞の名称 

培養について 

細胞の特徴 

入手方法 

細胞の入手方法
を具体的に紹介 
細胞番号やカタロ
グ番号も明記※2

保存の仕方 

保存の条件やコ
ツを簡潔に記載 

他章にも解説があ
る場合は参照先を
明記 

実際の研究例を交えて
解説 

参考文献 

細胞の性質や活用例が記載 
されている論文を紹介 

どのように研究に 
用いられるか 

培地：培養に適した培地 
条件・動態：培養，継代の
条件や細胞の増殖動態 

注意点：培養，継代の際に
注意すべきこと 

細胞の由来や形態的特徴，
その他知っておくべき事を
紹介 

本書では，医学生物学研究に用いられる頻度や重要性が高い細胞につ

いて，研究を進めるうえで知っておきたい基本的な知識と，実際に実験

に使用する際に必要な情報を解説しています．

自分が用いたい細胞の特徴や入手法を調べるための辞書として，また，

培養法や適した培地を知るための実験書として活用することはもちろ

ん，その分野全体を勉強するための教科書としても利用できる，大変便

利なハンドブックです．

本書の各章は，概論と各細胞の解説のページから構成されています．

●概論
各章のはじめに，その章のテーマの理解を助ける概略図と概論を掲載

しています．概論中で太字となっている細胞はその章で詳しく解説され

ていることを示します．

神経細胞は生体内では周りの細胞と機械的なネットワークを形成し ， それ 

ぞれの細胞の活動が信号としてやり取りされることにより高次の組織機能を 

発揮する ． その機能を果たすために個々の細胞は複雑な形態をもち ， また基 

本的に細胞増殖しないことが必要となってくる ． これらの性質は細胞レベル 

での神経細胞研究にとっては大きな制約となり ， 現在でも完全に機能的な神 

経細胞を無限に増殖させて実験に用いることは不可能である ． 現実的なアプ 

ローチとしては ， 供給に限りがあるもののより正常に近い神経細胞を調製可 

能な初代培養系か ， 得られる細胞の機能は本来の神経細胞そのものではない 

ものの継続的に実験材料を供給できる培養細胞系か ， ということになる ． 

この章で紹介する細胞株は多くが癌細胞に由来したものであり ， 通常の培 

養条件で神経細胞としての性質を示さないものが多い （ 概略図 ） ． しかし分 

化誘導を行うことによっていずれも神経細胞様の形態となり ， 機能的にもほ 

ぼ完全に近い神経細胞となる細胞株も存在する （ NG108-15等 ） ． また ，形 

態的分化を追求するだけであればより分化誘導の結果が均一であり材料とし 

て扱いやすい細胞株もある （ SH-SY5Y等 ） ． 

グリア細胞についても状況は同じであるが ， この章で紹介するグリア細 

胞株 （ C6， U87） はそもそも正常グリア細胞の機能を研究するというより 

は， グリア細胞腫 ， すなわち癌細胞としての研究材料とされることが多い ． 

正常なグリア細胞の研究にはやはり初代培養系が有利であると考えられる 

が， 未分化神経細胞株の神経分化時に派生して出現するグリア細胞を利用 

することも ， 研究内容により応用可能であろう ． 

この章では一般的に広く利用され ， 主に ATCC（ American Type Culture

Collection） から入手可能な細胞株を選択したが ， それらに加えて比較的新 

しい細胞株 （ SN56, NE–4C） についても紹介した ． 特定の神経細胞として 

より機能的に充実する ， あるいはより正常な神経分化能をもつ細胞株として 

今後の研究に有望ではないかと期待される ． 

参考文献 
１） Whittemore, S. R. & Snyder, E. Y. : Mol. Neurobiol., 12 : 13-38, 1996

２） Gottlieb, D. I. & Annu, Rev. Neurosci., 25 : 381-407, 2002

３） Svenningsen, A. F. et al. : J. Neurosci. Res., 72 : 565-573, 2003
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神経外胚葉　 
 神経上皮細胞 
 

ハイブリッド 
 

神経細胞　 
 グリア細胞 
 

神経芽細胞腫 
 副腎髄質褐色細胞腫 

 
SH-SY5Y, neuro2a 
 PC12

グリア腫 
 

C6, U87

P19, NTERA2 cl.D1

概略図：神経系の分化・発達段階の正常細胞と 
対応する腫瘍および各細胞株の分類 

各細胞株の神経細胞としての性質から分類するとおおよそ図のようになる ． 
基本的に発達が進む方向 （ 図の下側 ） にあるほど分化段階の進んだ状態とな 
っている ． PC12を含む多くの神経芽細胞腫 （ ニューロブラストーマ ） 系の 
細胞株は ， 交感神経系の末梢組織由来であることが多く ， 中枢神経系の分化 
段階とは外れたところにある ． 人工的に中枢神経系由来細胞と融合して作製 
された NG108-15や SN56はより神経細胞として明確な性質を示す 
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概略図：各章のテーマや研究に用
いられる細胞が一目でわかる！

●各細胞の解説
各章では，研究に使用される代表的な細胞をピックアップして，原則として

使用頻度の高い順に解説しています※ 1．

※１，※２　各章にて紹介されている細胞とその順番，および入手先は各章の執筆者が

選んだものです．また，メーカー名や製品番号，細胞番号は，2007年 10月現在のもの

であり，今後変更される可能性がありますので，ご了承下さい．

また，本書では商品名や商標を表す RやTMは省略しております．

本書の構成

本書の構成


